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内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
は
１１
月
１５
日
、
第
１
１
４
回
プ
リ
オ
ン
専
門
調
査
会
を
開

催
し
、
厚
労
相
か
ら
諮
問
の
あ
っ
た
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
対
策
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
食
品
健
康
影
響
評
価
案
を
と
り
ま
と
め
た
。
米
国
、
カ
ナ
ダ
及
び
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
か
ら
輸
入
さ
れ
る
牛
肉
及
び
牛
の
内
臓
の
月
齢
条
件
を
無
し
（
撤
廃
）
と
し
て
も
、

「
人
へ
の
リ
ス
ク
は
無
視
で
き
る
」
と
評
価
し
た
。
食
品
安
全
委
員
会
は
評
価
書
を
公

表
し
て
意
見
や
情
報
を
募
っ
た
上
で
、
厚
労
省
に
答
申
す
る
。

Ｂ
Ｓ
Ｅ
発
生
歴
の
あ
る
米

国
な
ど
１４
ヵ
国
か
ら
の
牛
肉

及
び
牛
の
内
臓
（
以
下
、
牛

肉
等
）
の
輸
入
は
、
３０
ヵ
月

齢
以
下
を
条
件
と
し
て
い

る
。
厚
労
省
は
昨
年
４
月
、

「
国
際
的
な
基
準
を
踏
ま
え

て
さ
ら
に
規
制
閾
値
（
３０
ヵ

月
齢
）
を
引
き
上
げ
た
場
合

の
リ
ス
ク
」
に
関
す
る
食
品

健
康
影
響
評
価
を
同
委
員
会

に
依
頼
し
た
。
「
国
際
的
な

基
準
」
で
あ
る
Ｏ
Ｉ
Ｅ
（
国

際
獣
疫
事
務
局
）
の
規
約
で

は
、
牛
肉
等
の
貿
易
に
関
す

る
月
齢
の
規
制
閾
値
は
設
け

ら
れ
て
い
な
い
。

同
調
査
会
は
今
年
の
４
月

か
ら
、
検
証
に
必
要
な
補
足

資
料
が
提
出
さ
れ
た
米
国
、

カ
ナ
ダ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

３
ヵ
国
を
先
行
し
て
審
議
し

て
き
た
。
３
ヵ
国
で
リ
ス
ク

管
理
措
置
が
適
切
に
行
わ
れ

て
い
る
か
を
点
検
し
、
「
条

件
無
し
」
と
し
た
場
合
、
牛

肉
等
の
摂
取
に
由
来
す
る
人

の
プ
リ
オ
ン
病
発
症
の
可
能

性
が
極
め
て
低
い
水
準
に
達

し
て
い
る
と
言
え
る
か
を
検

証
し
た
。

評
価
書
案
は
、
３
ヵ
国
の

「
生
体
牛
の
リ
ス
ク
」
に
係

る
飼
料
規
制
な
ど
の
措
置
が

維
持
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お

い
て
は
、
「
今
後
も
定
型
Ｂ

Ｓ
Ｅ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

極
め
て
低
い
」
と
し
た
。
さ

ら
に
「
食
肉
処
理
に
関
連
し

た
リ
ス
ク
」
に
係
る
Ｓ
Ｒ
Ｍ

（
特
定
危
険
部
位
）
の
除
去

な
ど
の
措
置
が
適
切
に
実
施

さ
れ
て
お
り
、
「
食
品
を
介

し
て
摂
取
さ
れ
る
可
能
性
の

あ
る
異
常
プ
リ
オ
ン
タ
ン
パ

ク
質
は
極
め
て
少
な
い
」
と

し
た
。

ま
た
、
自
然
発
生
的
な
非

定
型
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、

「
適
正
な
リ
ス
ク
管
理
措
置

を
前
提
と
す
れ
ば
、
牛
肉
等

（
Ｓ
Ｒ
Ｍ
以
外
）
の
摂
取
に

よ
る
人
の
プ
リ
オ
ン
病
発
症

の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
」

と
す
る
こ
れ
ま
で
の
評
価
に

影
響
を
及
ぼ
す
新
し
い
知
見

は
な
い
と
し
た
。

評
価
結
果
は
、
３
ヵ
国
の

現
行
の
リ
ス
ク
管
理
措
置
を

前
提
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
各
国
の
飼
料
規
制
な
ど

の
状
況
を
継
続
的
に
情
報
収

集
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。

同
委
員
会
は
、
１１
月
２８
日

か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
・
情
報
）
を
募
集
し

て
い
る
（
１２
月
２７
日
締
め
切

り
）
。
意
見
等
を
整
理
し
た

後
、
厚
労
省
に
答
申
す
る
。

牛
肉
の
国
内
生
産
量
は
近

年
、
減
少
傾
向
で
推
移
。
自

給
率
（
重
量
ベ
ー
ス
）
は
４０

㌫
前
後
で
推
移
し
て
い
た

が
、
１６
年
度
は
３８
㌫
、
１７
年

度
は
３６
㌫
と
２
年
連
続
で
低

下
し
た
。
リ
ス
ク
評
価
対
象

国
の
月
齢
制
限
撤
廃
の
進
行

に
よ
り
、
輸
入
量
の
増
加
で

国
内
生
産
へ
の
影
響
が
よ
り

大
き
く
な
る
懸
念
が
あ
る
。

農
水
省
は
１１
月
２８
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
食
糧
部
会
を
開
き
、
米
穀

の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に

関
す
る
基
本
指
針
の
変
更
に

つ
い
て
諮
問
。
主
食
用
米
の

需
要
見
通
し
の
算
出
方
法
を

見
直
し
、
１９
年
産
の
適
正
生

産
量
を
７
１
８
万
〜
７
２
６

万
㌧
と
す
る
こ
と
が
了
承
さ

れ
た
。
１８
年
産
の
７
３
５
万

㌧
に
比
べ
、
最
大
１７
万
㌧
減

と
な
る
。

従
来
の
全
国
の
需
要
見
通

し
は
、
１
９
９
６
年
か
ら
直

近
ま
で
の
需
要
実
績
の
ト
レ

ン
ド
（
傾
向
）
を
基
に
算
出

し
て
き
た
。
近
年
は
、
見
通

し
よ
り
実
績
の
減
少
幅
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
同
省
は

０８
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が
減

少
局
面
に
入
っ
た
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
、
１
人
当
た
り
消

費
量（
推
計
値
）に
人
口（
同
）

を
乗
じ
て
算
出
す
る
方
法
に

見
直
し
た
。

１８
／
１９
年
（
１８
年
７
月
〜

１９
年
６
月
）
の
１
人
当
た
り

消
費
量
は
５８
・
３
㎏
と
推
計

さ
れ
、
人
口
（
１
億
２
６
３

５
万
人
）
を
乗
じ
る
と
７
３

６
万
㌧
（
従
来
方
式
で
は
７

４
１
万
㌧
）
に
な
っ
た
。
米

価
上
昇
に
よ
る
需
要
減
を
見

込
み
、
７
３
５
万
㌧
に
補
正

し
た
。

１９
／
２０
年
の
需
要
量
は
７

２
６
万
㌧（
同
７
３
３
万
㌧
）

と
見
通
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で

需
要
減
少
の
ペ
ー
ス
は
年
間

約
８
万
㌧
と
さ
れ
て
い
た

が
、
１０
万
㌧
減
の
見
込
み
と

な
っ
た
。
２０
年
６
月
末
民
間

在
庫
量
が
安
定
供
給
を
確
保

で
き
る
水
準（
１
８
０
万
㌧
）

と
な
る
生
産
量
は
７
１
８
万

㌧
。
適
正
生
産
量
は
７
１
８

万
〜
７
２
６
万
㌧
と
、
８
万

㌧
の
幅
を
も
っ
て
設
定
し

た
。１８

年
産
に
比
べ
、
９
万
㌧

（
１
・
２
㌫
）
か
ら
最
大
で

１７
万
㌧
（
２
・
３
㌫
）
の
減

産
が
求
め
ら
れ
る
。
需
給
安

定
に
は
、
需
要
に
応
じ
た
生

産
と
、
飼
料
用
米
や
Ｗ
Ｃ
Ｓ

用
稲
な
ど
へ
の
「
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
」
の
維

持
が
必
要
と
な
る
。

基
本
指
針
で
は
、
政
府
備

蓄
米
の
運
営
及
び
輸
入
方
針

も
示
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
が
１２

月
３０
日
に
発
効
す
る
こ
と
が

確
定
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

備
蓄
米
の
年
間
の
買
入
数
量

を
現
行
の
２０
万
㌧
か
ら
、
２１

万
㌧
程
度
と
す
る
。
豪
州
に

対
す
る
国
別
枠
の
輸
入
量
が

加
わ
る
。
１８
年
度
が
２
千
㌧

（
４
ヵ
月
分
）
、
１９
年
度
が

６
千
㌧
で
、
輸
入
は
Ｓ
Ｂ
Ｓ

（
売
買
同
時
契
約
）
方
式
で

行
う
。

江
川
さ
ん（
岩
手
）

農
事
功
績
表
彰

（
公
社
）
大
日
本
農
会
の

１８
年
度
農
事
功
績
者
表
彰
式

が
１１
月
１４
日
、
東
京
・
赤
坂

の
三
会
堂
ビ
ル
石
垣
記
念
ホ

ー
ル
で
挙
行
さ
れ
た
。
岩
手

県
遠
野
市
大
野
平
開
拓
の
開

拓
二
世
・
江
川
幸
男
さ
ん

り
ょ
く
は
く
じ
ゅ
ゆ
う
こ
う
し
ょ
う

（
６９
）
が
緑
白
綬
有
功
章
を

受
章
し
た
。

農
事
功
績
者
表
彰
は
、
１

８
９
４
（
明
治
２７
）
年
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
。
多
年
に
わ

た
っ
て
農
業
・
農
村
の
振
興

・
発
展
に
顕
著
な
功
績
の
あ

っ
た
農
業
者
等
を
表
彰
す

る
。江

川
さ
ん
は
酪
農
を
経
営

の
柱
と
し
な
が
ら
、
原
木
キ

ノ
コ
、
山
菜
の
生
産
・
販
売
、

ど
ぶ
ろ
く
の
製
造
・
販
売
及

び
農
家
民
宿
を
組
み
合
わ
せ

た
経
営
の
多
角
化
に
よ
り
、

山
間
地
域
に
お
け
る
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実
現
。

地
域
資
源
を
活
か
し
、
農
林

業
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た

こ
と
が
事
由
で
表
彰
さ
れ

た
。

全
国
開
拓
振
興
協
会
の

１８
年
度
海
外
研
修
事
業
参

加
者
一
行
（
団
長
＝
新
津

賀
庸
北
海
道
チ
ク
レ
ン
農

協
連
経
営
管
理
委
員
会
会

長
）
が
、
１１
月
１８
日
早
朝
、

羽
田
空
港
に
到
着
。
訪
問
先

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
９
日
間
の

研
修
日
程
を
終
え
、
無
事
帰

国
し
た
。

開
拓
関
係
者
の
国
際
感
覚

の
か
ん
養
と
、
開
拓
営
農
の

推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
海
外
研

修
事
業
。
今
年
度
は
、
両
国

の
農
畜
産
業
を
中
心
に
視
察

・
研
修
し
た
。
参
加
者
一
行

は
北
海
道
、
青
森
、
岩
手
、

栃
木
、
長
崎
、
宮
崎
、鹿
児
島

か
ら
の
１２
名
に
、
事
務
局
員

３
名
を
加
え
た
総
勢
１５
名
。

最
初
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
シ
ド
ニ
ー
に
入
っ
た
。
豪

州
食
肉
家
畜
生
産
者
事
業
団

で
食
肉
生
産
の
セ
ミ
ナ
ー
を

受
講
、
肉
用
牛
農
家
、
酪
農

家
及
び
青
果
・
花
き
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
視
察
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
南
島

の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に

入
っ
て
、
農
業
者
連
盟
で
農

畜
産
業
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受

講
、
酪
農
家
、
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
視
察
。ク
イ
ー

ン
ズ
タ
ウ
ン
に
移
動
し
て
、

果
樹
園
な
ど
を
視
察
し
た
。

参
加
者
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
参

加
国
で
も
あ
る
両
国
の
農
業

事
情
や
流
通
事
情
を
研
修
し

た
こ
と
で
、
国
際
的
な
視
野

を
広
め
た
（
写
真
は
、
シ
ド

ニ
ー
郊
外
の
酪
農
家
の
搾
乳

施
設
に
て
）
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
が
加

盟
す
る
日
本
酪
農
政
治
連
盟

（
酪
政
連
）
は
１１
月
１４
日
、

東
京
・
永
田
町
の
自
民
党
本

部
で
「
家
族
型
酪
農
危
機
突

破
！
全
国
酪
農
民
総
決
起
大

会
」
を
開
い
た
。
全
国
か
ら

約
７
０
０
人
の
酪
農
家
・
酪

農
組
織
関
係
者
が
結
集
。
連

盟
と
全
開
連
の
職
員
も
参
加

し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
ら
が
国

会
議
員
に
、
生
産
の
大
半
を

占
め
る
中
小
規
模
・
家
族
型

経
営
の
維
持
・
発
展
の
た
め

の
支
援
な
ど
を
求
め
た
。

議
事
で
は
、
経
営
安
定
・

生
産
基
盤
強
化
策
を
要
請
す

る
決
議
を
満
場
一
致
で
採

択
。
優
先
的
に
措
置
す
る
こ

と
と
し
て
、
①
営
農
意
欲
・

担
い
手
確
保
を
促
す
飲
用
乳

価
と
補
給
金
単
価
の
実
現
②

頻
発
す
る
自
然
災
害
対
策
と

し
て
、
自
家
発
動
機
、
暑
熱

対
策
用
設
備
な
ど
に
対
す
る

支
援
対
策
の
継
続
と
拡
充
③

自
由
貿
易
拡
大
に
と
も
な
う

国
内
支
援
対
策
の
継
続
と
拡

充
な
ど
５
項
目
を
挙
げ
た
。

大
会
後
、
永
田
町
な
ど
を

デ
モ
行
進
。
「
酪
農
維
持
の

た
め
乳
価
を
上
げ
よ
う
」「
自

然
災
害
か
ら
酪
農
・
牛
乳
を

守
ろ
う
」
な
ど
と
声
を
上
げ

な
が
ら
、
要
請
実
現
を
訴
え

た
。

米
国
産
牛
肉
の
月
齢
制
限
撤
廃
へ

豪州・ＮＺ農業研修
事業参加者が帰国

プ
リ
オ
ン

専
門
調
査
会

評
価
書
案
ま
と
め

家
族
型
酪
農
の
維
持
・
発
展
を

総
決
起
大
会
に
７００
人
結
集

主
食
用
米
最
大
１７
万
㌧
減

需
要
算
出
方

法
を
見
直
し

１９
年
産
の
適
正
生
産
量

・「食料・農業 知っておきたい話」-７２- （２面）
・開拓二世の体験を語り継ぐ 岩手戦後開拓物語

（３面）
・安全な農作物を期待 食と農業の調査 （４面）
・春夏どりニンジン べたがけ二重被覆で６月収
穫 （５面）
・豚舎の寒冷対策 （６面）
・１７年度畜産物生産費 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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ゆ
う
き
青
森
農
協
は
１１
月

３０
日
、
東
京
都
中
央
卸
売
市

場
食
肉
市
場
で
１８
年
度
枝
肉

共
励
会
を
開
催
し
た
。
和
牛

の
部
と
交
雑
種
の
部
に
、
そ

れ
ぞ
れ
１２
頭
が
出
品
さ
れ

た
。審

査
の
結
果
、
和
牛
の
部

で
は
()農
小
川
原
湖
農
場
の
出

品
牛
（
去
勢
、
３０
ヵ
月
齢
、

枝
肉
重
量
６
０
６
・
０
㎏
、

Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１２
、
格
付
Ａ
５
、

父「
芳
之
国
」、
母
の
父「
安

福
久
」
）
、
交
雑
種
の
部
で

は
坂
田
弘
志
氏
の
出
品
牛

（
去
勢
、
２５
ヵ
月
齢
、
枝
肉

重
量
４
８
５
・
０
㎏
、
Ｂ
Ｍ

Ｓ
№
６
、
格
付
Ａ
４
、
種
雄

牛
「
越
照
昌
」
）
が
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

・
和
牛
の
部

最
優
秀
賞

()農
小
川
原
湖

農
場

優
秀
賞

沢
田
義
彰

優
良
賞

鎌
本

進

・
交
雑
種
の
部

最
優
秀
賞

坂
田
弘
志

優
秀
賞

枋
木
政
則

優
良
賞

()農
岡
山
牧
場

日
本
に
市
場
は

な
い
が
輸
出
で

バ
ラ
色
？

最
近
は
、
口
を
開
け
ば
、

輸
出
、輸
出
と
政
治
・
行
政
サ

イ
ド
か
ら
輸
出
の
掛
け
声
が

勇
ま
し
く
聞
か
れ
る
。「
輸
出

す
れ
ば
、バ
ラ
色
だ
」と
。
輸

出
は
大
事
で
あ
る
。
農
家
の

皆
さ
ん
も
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
と
思
う
が
、
今
、
輸
出
で

頑
張
っ
て
い
る
農
家
、
輸
出

で
ど
れ
だ
け
の
所
得
が
上
が

っ
て
い
る
か
。
相
当
に
輸
出

を
頑
張
っ
て
い
て
も
、
せ
い

ぜ
い
所
得
の
数
㌫
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
よ
く
大
臣
な

ど
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
挨
拶

は
「
日
本
の
人
口
は
１
億
２

千
万
人
が
５
千
万
人
に
な
る

の
で
、
日
本
の
中
に
市
場
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

れ
か
ら
農
業
は
、
輸
出
産
業

と
し
て
攻
め
て
い
け
ば
バ
ラ

色
の
未
来
が
開
け
て
い
ま

す
」と
い
っ
た
論
調
で
あ
る
。

ど
う
し
て
、
こ
れ
だ
け
単
純

に
言
え
る
の
か
と
感
心
す

る
。経

済
官
庁
系
の
人
の
話
を

よ
く
よ
く
咀
嚼（
そ
し
ゃ
く
）

し
て
み
る
と
、
輸
出
を
伸
ば

せ
る
と
何
が
良
い
か
、実
は
、

農
家
と
い
う
よ
り
商
社
が
儲

か
る
、
６
次
産
業
化
の
事
業

に
力
を
入
れ
る
の
も
、
農
家

で
な
く
一
緒
に
組
む
企
業
が

儲
か
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、

少
し
視
点
が
違
う
場
合
も
あ

る
の
で
、
そ
う
し
た
点
に
も

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
日
本
の
人
口

が
５
千
万
人
に
な
る
こ
と
を

前
提
に
し
て
発
言
す
る
政
治

家
や
人
口
問
題
の
専
門
家
が

多
い
の
に
は
非
常
に
違
和
感

が
あ
る
。
大
事
な
こ
と
は
５

千
万
人
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
ど
う
す
る
か
を
考
え
る

こ
と
で
は
な
い
か
。
出
生
率

が
少
し
上
向
け
ば
、
長
期
の

人
口
予
測
は
大
幅
に
変
わ
っ

て
く
る
。
施
策
次
第
で
将
来

は
大
き
く
変
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
の
施
策
を
言
わ
ず
し

て
、
日
本
に
は
人
間
が
ど
ん

ど
ん
い
な
く
な
る
か
の
よ
う

な
話
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
か
ら
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ

で
、
Ｅ
Ｕ
が
関
税
撤
廃
し
て

く
れ
て
、
日
本
食
ブ
ー
ム
だ

か
ら
ど
ん
ど
ん
日
本
の
食
品

の
輸
出
が
伸
ば
せ
る
か
の
よ

う
に
言
う
が
、
そ
ん
な
簡
単

に
は
い
か
な
い
。
例
え
ば
、

象
徴
的
な
の
は
、
ミ
ラ
ノ
万

博
で
の
か
つ
お
節
「
事
件
」

で
あ
る
。
カ
ビ
が
生
え
て
い

て
ガ
ン
に
な
る
か
ら
使
え
な

い
と
持
ち
込
み
を
拒
否
さ
れ

た
。グ

ロ
ー
バ
ル
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
「
正
体
」

さ
ら
に
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
Ｇ
ｏ

ｏ
ｄ

Ａ
ｇ
ｒ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ

ｕ
ｒ
ａ
ｌ
Ｐ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ

ｃ
ｅ
、農
業
生
産
工
程
管
理
）

の
問
題
が
あ
る
。
今
や
、
日

本
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

と
皆
「
取
ら
な
き
ゃ
い
け
な

い
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
慎

重
に
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い

側
面
も
あ
る
。

例
え
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ

Ａ
Ｐ
。
ド
イ
ツ
の
民
間
の
会

社
が
作
っ
た
ユ
ー
レ
ッ
プ
Ｇ

Ａ
Ｐ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ

と
い
う
名
前
に
な
っ
て
、
世

界
全
体
の
標
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
み
た

い
に
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
身
は
、
特
に
畜
産

に
関
連
す
る
動
物
福
祉
（
ア

ニ
マ
ル
・
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
）

の
基
準
が
高
い
こ
と
が
一
つ

の
特
徴
で
あ
る
。例
え
ば
、飼

料
原
料
の
出
所
が
わ
か
る
こ

と
、カ
ウ
ハ
ッ
チ（
生
後
２
〜

３
ヵ
月
齢
ま
で
の
子
牛
を
１

頭
ず
つ
収
容
し
て
飼
育
す
る

屋
外
装
置
の
小
屋
）
・
つ
な

ぎ
飼
い
・
豚
の
ス
ト
ー
ル（
母

豚
を
拘
束
す
る
狭
い
檻
）
の

よ
う
な
動
物
の
行
動
の
自
由

を
制
約
す
る
飼
い
方
は
認
め

ら
れ
な
い
な
ど
と
な
っ
て
い

て
、
日
本
の
現
在
の
飼
養
実

態
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
と
て
も
日
本

の
現
状
の
経
営
ス
タ
イ
ル
で

は
ク
リ
ア
す
る
こ
と
は
現
実

的
に
難
し
く
、
「
こ
う
し
た

基
準
は
形
を
変
え
た
貿
易
障

壁
と
も
い
え
る
が
、
こ
れ
が

日
本
か
ら
の
農
産
物
輸
出
の

拡
大
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
な
い

と
い
け
な
い
」
と
筆
者
も
思

い
込
ん
で
い
た
。

な
ぜ
な
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｇ
Ａ
Ｐ
協
会
な
ど
は
、
「
日

本
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
取
ら
な

い
と
Ｅ
Ｕ
に
輸

出
で
き
ま
せ
ん

よ
」
と
い
う
感

じ
で
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
驚
く
べ
き
デ

ー
タ
が
判
明
し
て
き
た
。
農

林
水
産
省
が
、
Ｅ
Ｕ
の
農
家

を
調
べ
た
ら
、
な
ん
と
Ｅ
Ｕ

で
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
入

っ
て
い
る
畜
産
農
家
は
０
・

１
㌫
も
い
な
い
と
い
う
。
ド

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ

ス
で
は
１
戸
も
取
得
し
て
い

な
い
。

自
分
の
と
こ
ろ
が
１
戸
も

取
得
し
て
い
な
い
よ
う
な
も

の
を
、
日
本
の
農
家
は
取
ら

な
い
と
買
っ
て
や
ら
な
い
と

言
う
な
ら
、
と
ん
で
も
な
い

非
関
税
障
壁
だ
と
思
っ
た

ら
、
別
に
Ｅ
Ｕ
が
そ
う
い
う

こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
。
そ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｇ
Ａ
Ｐ
協
会
な
ど
の
説
明
な

の
で
あ
る
。
要
は
、
日
本
の

農
家
の
皆
さ
ん
に
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
入
っ
て
も
ら
っ

て
、
登
録
料
と
更
新
料
を
得

ら
れ
る
か
ら
言
っ
て
い
る
と

い
う
側
面
が
あ
る
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
う
い
う
側

面
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
対

応
し
な
い
と
い
け
な
い
。

な
お
、Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て
、

日
本
で
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
環
境
直

接
支
払
い
の
補
助
金
を
受
け

る
た
め
の
要
件
と
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
理
論

的
に
は
不
整
合
な
側
面
が
あ

る
。
環
境
直
接
支
払
い
の
考

え
方
は
、
当
然
の
レ
ベ
ル
と

し
て
最
低
限
、
環
境
に
は
こ

れ
だ
け
の
配
慮
を
し
て
い
る

と
い
う
ベ
ー
ス
が
あ
る
農
家

に
対
し
て
、
も
う
一
段
の
高

い
レ
ベ
ル
の
環
境
に
優
し
い

農
法
を
実
践
し
て
い
る
人
に

は
環
境
直
接
支
払
い
を
支
給

し
ま
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。Ｇ

Ａ
Ｐ
は
「
農
業
に
お
い

て
、食
品
安
全
、
環
境
保
全
、

労
働
安
全
等
の
持
続
可
能
性

を
確
保
す
る
た
め
の
生
産
工

程
管
理
の
取
り
組
み
」
の
こ

と
で
あ
り
、
環
境
に
関
す
る

要
素
も
あ
る
が
、
基
本
的
に

は
、
安
全
な
農
業
生
産
工
程

管
理
の
遂
行
で
あ
り
、
標
準

的
な
レ
ベ
ル
の
環
境
へ
の
配

慮
を
問
う
も
の
で
は
な
い
か

ら
、
土
台
に
す
る
に
は
違
和

感
が
あ
る
。

世
界
は
検
疫
で

日
本
農
産
物
を

止
め
て
い
る

そ
れ
か
ら
、
検
疫
の
問
題

に
つ
い
て
付
け
加
え
る
と
、

Ｅ
Ｕ
の
か
つ
お
節
だ
け
で
な

く
、
例
え
ば
、
中
国
は
「
日

本
の
米
に
は
カ
ツ
オ
ブ
シ
ム

シ
が
い
る
か
ら
薫
蒸
し
な
い

と
中
国
国
内
に
は
入
れ
ら
れ

な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
は
、案
の
定
と
い
う
か
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
商
務
長

官
の
電
話
で
の
会
話
が
漏
れ

伝
わ
っ
て
き
た
。
「
ア
メ
リ

カ
の
食
品
に
大
腸
菌
が
入
っ

て
い
た
と
言
っ
て
、
検
疫
で

突
っ
返
し
て
く
る
日
本
は
け

し
か
ら
ん
か
ら
、
も
っ
と
脅

し
て
、
検
疫
を

緩
め
さ
せ
ろ
」

と
い
う
よ
う
な

発
言
を
大
統
領
が
言
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

そ
の
ア
メ
リ
カ
が
何
を
や

っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
豚

肉
、
鶏
肉
、
鶏
卵
、
柿
、
サ

ク
ラ
ン
ボ
、
ブ
ド
ウ
、
桃
、

カ
ボ
チ
ャ
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー

マ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ネ
ギ
、

ニ
ン
ジ
ン
な
ど
、
数
多
く
の

日
本
の
農
産
物
を
、
虫
が
い

る
と
か
、
病
気
に
な
っ
て
い

る
と
か
言
っ
て
、
検
疫
で
止

め
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

日
本
の
検
疫
が
厳
し
す
ぎ

る
と
言
い
な
が
ら
、
自
身
が

日
本
農
産
物
を
締
め
出
し
て

い
る
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
Ｅ

Ｕ
な
ど
の
国
々
に
な
ぜ
是
正

を
厳
し
く
求
め
な
い
の
か
。

逆
に
、
「
日
本
の
食
の
安
全

基
準
と
検
疫
が
世
界
で
一
番

厳
し
す
ぎ
る
か
ら
、
も
っ
と

緩
め
ろ
」
と
言
わ
れ
て
、
日

本
は
緩
め
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な「
腰
抜
け
」

外
交
で
農
産
物
輸
出
を
伸
ば

す
の
は
至
難
の
業
と
思
わ
れ

る
。

福
岡
県
畜
産
農
協
は
１１
月

２６
日
、
福
岡
市
中
央
卸
売
市

場
食
肉
市
場
で
１８
年
度
枝
肉

共
進
会
を
開
催
し
た
。
交
雑

種
２４
頭
が
出
品
さ
れ
た
。

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

は
平
嶋
勝
博
氏
の
出
品
牛
が

受
賞
し
た
。
２７
ヵ
月
齢
の
雌

牛
で
枝
肉
重
量
４
８
２
・
２

㎏
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
７
、
格
付
Ｂ

４
、
種
雄
牛
は
「
光
平
照
」

だ
っ
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

最
優
秀
賞

平
嶋
勝
博

優
秀
賞

野
田
貴
文

優
良
賞

()農
穂
坂
牧
場

第７２回

佐
賀
県
開
拓
畜
産
事
協
は

１１
月
３０
日
、
多
久
市
の
佐
賀

県
畜
産
公
社
で
、
第
３
回
佐

賀
開
拓
び
よ
り
牛
・
開
拓
豚

枝
肉
共
進
会
を
開
催
し
た
。

肉
牛
部
門
に
和
牛
２０
頭
と
交

雑
種
２
頭
、
肉
豚
部
門
に
Ｌ

Ｗ
Ｄ
３０
頭
が
出
品
さ
れ
た
。

審
査
の
結
果
、
最
高
位
の

知
事
賞
は
、
井
上
貴
好
氏
の

出
品
牛
が
受
賞
し
た
。
２４
ヵ

月
齢
の
和
牛
（
去
勢
）
で
枝

重
５
４
７
・
０
㎏
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ

№
１２
、
格
付
Ａ
５
、
父
「
平

茂
晴
」、母
の
父「
勝
忠
平
」。

両
部
門
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
。

・
肉
牛
部
門

〈
和
牛
〉

最
優
秀
賞

井
上
貴
好

優
秀
賞

重
松
英
利

優
良
賞

山
口
昌
吾

優
良
賞

村
崎
正
光

〈
交
雑
種
〉

優
秀
賞

㈲
鶴
畜
産

・
肉
豚
部
門

最
優
秀
賞

中
山

工

優
秀
賞

古
井
直
樹

農
水
省
は
１１
月
５
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
家
畜
衛
生
部
会
を
省
内
で

開
き
、
米
国
で
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
、

鶏
肉
の
輸
入
を
停
止
す
る
ゾ

ー
ニ
ン
グ
（
地
域
主
義
）
の

適
用
範
囲
を
縮
小
で
き
る
と

の
リ
ス
ク
評
価
報
告
書
案
を

了
承
し
た
。
ま
た
、
米
国
で

口
蹄
疫
発
生
時
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
適
用
の
検
討
も
開
始
す
る

な
ど
、
米
国
産
畜
産
物
の
規

制
緩
和
の
動
き
が
進
行
し
て

い
る
。

米
国
で
の
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

は
、
州
単
位
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

を
適
用
し
て
い
る
。
報
告
書

案
で
は
、発
生
時
、コ
ン
ト
ロ

ー
ル
・
エ
リ
ア
を
越
え
て
ま

ん
延
し
て
い
な
い
こ
と
を
日

本
が
確
認
で
き
た
場
合
、
適

切
な
リ
ス
ク
管
理
（
当
初
は

州
全
体
を
停
止
、
確
認
後
に

郡
単
位
に
縮
小
）
を
講
じ
る

こ
と
に
よ
り
、
輸
入
停
止
の

範
囲
を
最
小
の
行
政
単
位
で

あ
る
郡
に
縮
小
す
る
こ
と
は

適
当
で
あ
る
と
評
価
し
た
。

さ
ら
に
同
省
は
、
米
国
で

の
口
蹄
疫
発
生
時
の
ゾ
ー
ニ

ン
グ
の
適
用
に
つ
い
て
、
同

部
会
に
諮
問
し
た
。
米
国
で

同
病
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
全
域
か
ら
の
輸
入
を
停

止
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
る

（
日
本
で
発
生
し
た
場
合
の

米
国
の
措
置
も
同
じ
）
。
日

米
双
方
で
、
相
手
国
で
同
病

が
発
生
し
た
際
の
牛
肉
の
輸

入
に
係
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
適
用

に
つ
い
て
リ
ス
ク
評
価
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。今
後
、

同
部
会
の
牛
豚
等
疾
病
小
委

員
会
で
検
討
さ
れ
る
。

同
部
会
で
は
、Ｂ
Ｓ
Ｅ（
牛

海
綿
状
脳
症
）
に
関
す
る
特

定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針
を

変
更
す
る
案
も
了
承
し
た
。

生
前
に
特
定
臨
床
症
状
や
起

立
不
能
な
ど
を
示
し
て
い
な

か
っ
た
死
亡
牛
の
検
査
対
象

月
齢
を
、「
４８
ヵ
月
齢
以
上
」

か
ら
「
９６
ヵ
月
齢
以
上
」
に

引
き
上
げ
る
。

農産物輸出促進を
めぐる議論の「虚実」
東京大学教授 鈴木宣弘氏

グ
ロ
ー
バ

ル
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｕ
畜
産
農
家
の
取
得
ご
く
わ
ず
か

肉
牛

井
上
氏
、肉
豚

中
山
氏

和
牛

小
川
原
湖
農
場
、交
雑
種

坂
田
氏

ゆ
う
き
青
森
農
協
枝
肉
共
励
会

佐
賀
開
拓
び
よ
り
牛
・
開
拓
豚
枝
肉
共
進
会

家畜衛生部会

米
国
の
鳥

イ
ン
フ
ル

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
郡
単
位
に

最
優
秀
賞
は
平
嶋
氏

口
蹄
疫
に
も
適
用
検
討

福
岡
県
畜
産
農
協
枝
肉
共
進
会
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（
一
社
）
岩
手
県
開
拓
振

興
協
会（
野
原
修
一
理
事
長
）

は
１１
月
８
日
、盛
岡
市
の「
ホ

テ
ル
大
観
」
で
公
益
事
業
の

「
第
７
回
岩
手
戦
後
開
拓
物

語
」
を
開
催
し
た
。
開
拓
者

か
ら
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越

え
た
体
験
を
語
り
継
ご
う
と

い
う
も
の
で
、
県
内
の
開
拓

者
・
関
係
者
の
ほ
か
、
新
聞

広
告
で
開
催
を
知
っ
た
一
般

人
ら
総
勢
６０
名
が
参
集
し

た
。冒

頭
、
野
原
理
事
長
が
挨

拶
。
岩
手
県
の
戦
後
開
拓
事

業
に
つ
い
て
、
入
植
時
の
苦

労
や
歩
み
を
述
懐
し

た
上
で
、
今
回
の
開

拓
物
語
の「
語
り
部
」

に
期
待
を
寄
せ
た
。

続
い
て
、
「
語
り

部
の
会
」に
移
っ
た
。

開
拓
経
験
を
語
っ
た

の
は
、
胆
沢
郡
金
ケ

崎
町
鳥
の
海
開
拓
の

小
野
ま
り
子
さ
ん

（
６９
）
と
滝
沢
市
大

川
開
拓
の
深
澤
幸
雄

さ
ん
（
６９
）
。
両
氏

は
開
拓
二
世
で
、
初
代
の
入

植
の
経
緯
、
開
墾
や
生
活
の

状
況
、
記
念
誌
の
編
さ
ん
な

ど
を
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
た
。

昭
和
２４
年
、
滝
沢
市
（
旧

・
滝
沢
村
）
生
ま
れ
。

岩
手
大
学
卒
業
後
、
昭
和

５４
年
に
神
奈
川
県
鎌
倉
市
立

中
学
校
の
教
員
と
な
り
、
大

川
を
離
れ
ま
し
た
。
平
成
２２

年
に
定
年
退
職
。
両
親
の
面

倒
を
み
る
た
め
、
戻
り
ま
し

た
。
大
川
に
残
っ
て
い
る
同

級
生
と
、
先
人
が
開
拓
に
入

っ
た
理
由
な
ど
を
残
し
て
お

き
た
い
と
話
し
合
い
、昨
年
、

「
大
川
開
拓
７０
年
の
歩
み
」

を
発
行
し
ま
し
た
。

両
親
の
故
郷
は
、
下
閉
伊

郡
大
川
村
（
現
・
岩
泉
町
大

川
）
で
し
た
。
昭
和
２０
年
に

分
村
計
画
が
決
定
。
昭
和
２２

年
、
同
村
出
身
者
ら
５０
戸
が

滝
沢
村
に
入
植
し
ま
し
た
。

戦
後
開
拓
は
、
食
糧
難
や
引

揚
者
の
仕
事
不
足
を
解
消
す

る
た
め
の
国
策
で
し
た
。
入

植
者
の
親
の
多
く
が
、
土
地

を
借
り
て
「
炭
焼
き
」
で
生

活
し
て
い
ま
し
た
。
開
拓
事

業
で
自
分
の
土
地
を
持
て
る

こ
と
は
大
き
な
魅
力
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

入
植
地
は
旧
陸
軍
の
演
習

地
跡
で
、
住
ま
い
は
兵
舎
で

し
た
。
希
望
と
は
違
う
厳
し

い
現
実
か
ら
、
翌
年
に
は
２３

戸
が
離
脱
し
ま
し
た
。ま
ず
、

切
り
株
と
の
闘
い
が
あ
り
ま

し
た
。
ア
カ
マ
ツ
や
ナ
ラ
の

林
で
、
木
は
伐
採
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
切
り
株
が
残
っ
て

い
ま
し
た
。
耕
作
の
た
め
、

開
拓
者
は
人
力
で
取
り
除
き

ま
し
た
。

水
と
の
闘
い
で
苦
労
し
ま

し
た
。予
算
の
関
係
で
、耕
作

地
へ
の
ヒ
ュ
ー
ム
管
が
途
中

ま
で
し
か
引
け
な
か
っ
た
の

で
す
。
毎
日
、
管
の
出
口
ま

で
水
く
み
に
行
き
ま
し
た
。

岩
手
山
麓
の
寒
い
所
で
ラ
ン

プ
生
活
と
水
の
苦
労
が
続
き

ま
し
た
。
電
気
が
通
じ
た
の

は
昭
和
３８
年
、
水
道
が
引
け

た
の
は
昭
和
４１
年
で
す
。

岩
手
山
が
噴
火
し
た
時
の

火
山
灰
で
土
地
は
痩
せ
て
お

り
、
水
不
足
も
あ
っ
て
コ
メ

は
で
き
ま
せ
ん
。
主
食
は
ヒ

エ
な
ど
の
雑
穀
で
し
た
。
乳

牛
の
導
入
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
生
活
の
た
め
雑
穀
づ
く

り
も
行
う
た
め
、
開
拓
者
は

働
き
ず
く
め
で
大
変
だ
っ
た

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

高
校
に
入
学
し
て
最
初
の

弁
当
は
、
コ
メ
の
ご
飯
で
筋

子
が
お
か
ず
に
入
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
だ
主
食
は
ヒ
エ
の

頃
で
、
私
の
た
め
に
と
思
う

と
涙
が
出
て
食
べ
ら
れ
ず
、

持
ち
帰
り
ま
し
た
。

全
員
が
労
働
者
で
し
た
。

皆
で
働
か
な
い
と
食
べ
ら
れ

ま
せ
ん
。
子
供
も
水
く
み
や

牛
の
世
話
を
し
ま
し
た
。
た

だ
、家
庭
あ
る
い
は
集
落
で
、

自
分
の
存
在
感
が
あ
り
ま
し

た
。
私
も
、
小
学
３
年
生
か

ら
乳
搾
り
を
始
め
て
い
ま
し

た
。
自
分
が
い
な
け
れ
ば
動

か
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
の

は
、
幸
せ
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

昭
和
４０
年
頃
に
は
酪
農
も

軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
開
拓
者
が
頑
張
れ
た
か

と
い
う
と
、
自
分
の
土
地
を

持
て
た
こ
と
に
よ
る
希
望
が

あ
り
ま
し
た
。
若
さ
と
、
共

同
作
業
な
ど
の
団
結
力
も
あ

り
ま
し
た
。
大
変
だ
っ
た
け

れ
ど
も
、
一
人
一
人
が
必
要

と
さ
れ
る
喜
び
が
、
生
き
る

力
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

深澤幸雄さん

昭
和
２４
年
、
金
ケ
崎
町
生

ま
れ
。

鳥
の
海
開
拓
は
、
金
ケ
崎

町
の
西
側
に
位
置
す
る
駒
ケ

岳
の
麓
で
す
。
昭
和
２２
年
に

１１
戸
が
入
植
。
ほ
と
ん
ど
が

地
元
の
次
男
、
三
男
で
し
た

が
、
現
在
の
奥
州
市
水
沢
か

ら
も
三
戸
入
植
し
ま
し
た
。

私
の
両
親
も
水
沢
で
す
。
満

州
か
ら
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ

れ
て
い
た
父
が
戻
り
、
開
拓

に
入
っ
た
の
で
す
。

私
が
物
心
つ
い
た
時
、
周

り
は
松
林
で
し
た
。
ジ
メ
ジ

メ
し
た
湿
地
帯
で
、
両
親
は

毎
日
毎
日
、
開
墾
。
木
の
根

を
掘
り
起
こ
し
、
燃
や
し
ま

し
た
。
開
墾
が
進
む
と
、
１１

戸
が
協
力
し
て
雑
穀
や
野
菜

を
作
付
け
し
、
共
同
で
出
荷

し
ま
し
た
。

小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で

ラ
ン
プ
生
活
で
し
た
。
３
〜

５
歳
の
頃
、
暗
く
な
る
と
、

ラ
ン
プ
の
元
で
父
が
様
々
な

こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
貧
し
い
け
れ
ど
心
は
豊

か
で
し
た
。
道
路
も
な
い
、

電
気
も
な
い
、
水
も
な
い
。

父
が
何
ヵ
所
も
井
戸
を
掘
っ

て
、
よ
う
や
く
飲
み
水
を
得

ま
し
た
。

小
学
校
４
年
生
の
頃
、
北

海
道
の
指
導
員
か
ら
酪
農
を

勧
め
ら
れ
、
全
戸
で
乳
牛
を

導
入
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

道
路
が
悪
く
、
集
乳
車
が
近

く
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
皆
が
牛
乳
缶
を
背
負
っ

て
１
時
間
ほ
ど
歩
き
、
届
け

ま
し
た
。
特
に
冬
は
雪
で
大

変
で
し
た
。

小
学
校
５
年
生
の
時
、
父

が
町
会
議
員
選
挙
に
立
ち
ま

し
た
。
「
貧
し
い
開
拓
者
の

く
せ
に
」
と
立
候
補
を
と
が

め
る
声
を
聞
き
、
心
が
傷
つ

き
ま
し
た
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

精
神
で
頑
張
っ
て
い
る
の
に

と
強
く
感
じ
た
の
で
す
。
既

存
の
住
民
が
直
す
べ
き
と
こ

ろ
を
、
他
か
ら
来
た
人
が
見

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
父

は
、
開
拓
者
た
ち
の
協
力
で

当
選
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
牛
舎

や
田
ん
ぼ
で
手
伝
い
を
し
、

両
親
の
大
変
さ
が
身
に
し
み

て
分
か
り
ま
し
た
。
父
は
外

出
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

搾
乳
は
主
に
母
が
行
い
ま
し

た
。
バ
ケ
ツ
を
両
ひ
ざ
に
挟

み
、乳
搾
り
を
し
て
い
る
と
、

疲
れ
が
出
て
居
眠
り
を
し
て

し
ま
い
、
牛
が
バ
ケ
ツ
を
蹴

飛
ば
し
ま
す
。
私
は
牛
の
前

で
、
母
が
居
眠
り
を
し
な
い

よ
う
、唱
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

牛
舎
に
居
て
育
っ
た
の
で

す
。
牛
舎
の
仕
事
が
終
わ
る

頃
、
母
の
頼
み
で
家
に
上
が

っ
て
、
す
い
と
ん
汁
を
作
り

ま
し
た
。週
に
３
回
以
上
は
、

す
い
と
ん
汁
で
し
た
。

両
親
は
私
が
何
の
楽
し
み

も
な
い
と
思
っ
た
の
か
、
外

出
の
帰
り
に
必
ず
本
を
買
っ

て
き
て
、
寝
て
い
る
私
の
枕

元
に
置
い
て
く
れ
ま
し
た
。

怒
ら
れ
た
記
憶
も
な
く
、
両

親
に
恵
ま
れ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
、
入
植
７０
周
年
記
念

祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

お
祝
い
だ
け
で
な
く
後
世
に

残
す
も
の
を
と
、
私
が
編
集

委
員
長
と
な
り
、記
念
誌「
拓

土（
た
く
ど
）
」
を
今
年
３
月

に
発
行
。
開
拓
の
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
精
神
を
後
継
者
が
引
き

継
い
で
、
明
る
い
農
業
に
な

る
こ
と
が
私
の
願
い
で
す
。

小野まり子さん

農
水
省
に
よ
る
と
、
１８
年

３
月
３１
日
現
在
の
家
族
経
営

協
定
締
結
農
家
数
は
全
国
で

５
万
７
６
０
５
戸
と
な
り
、

前
年
に
比
べ
４
５
０
戸
（
０

・
８
㌫
）
増
加
し
た
。
１２
年

に
５
万
戸
を
突
破
し
て
以

降
、
年
々
増
え
て
い
る
。

日
本
の
農
業
は
、
家
族
単

位
で
農
業
を
営
む
家
族
経
営

が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
家

族
だ
か
ら
こ
そ
の
良
い
点
が

多
く
あ
る
反
面
、
経
営
と
生

活
の
境
目
が
明
確
で
な
い
。

そ
の
た
め
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
や
労
働
時
間
、
労
働

報
酬
な
ど
の
就
業
条
件
が
曖

昧
に
な
り
や
す
い
。

家
族
経
営
協
定
は
、
め
ざ

す
べ
き
農
業
経
営
の
姿
や
、

家
族
が
意
欲
的
に
働
け
る
環

境
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
家

族
間
で
十
分
に
話
し
合
い
、

取
り
決
め
る
。
文
書
に
よ
り

締
結
し
、
農
業
経
営
の
改
善

に
つ
な
げ
る
。

１７
年
度
の
新
規
の
締
結
農

家
数
は
１
６
８
８
戸
だ
っ

た
。
年
度
中
に
新
規
締
結
、

ま
た
は
見
直
し
な
ど
で
再
締

結
し
た
協
定
の
取
り
決
め
内

容
は
、
「
農
業
経
営
の
方
針

決
定
」「
労
働
時
間
・
休
日
」

「
農
業
面
の
役
割
分
担
」
な

ど
が
多
い
（
表
）
。

締
結
農
家
数
を
都
道
府
県

別
に
み
る
と
、
北
海
道
５
８

６
２
戸
、熊
本
３
７
５
０
戸
、

栃
木
３
６
６
７
戸
の
順
に
多

い
。
前
年
か
ら
の
増
加
数
で

は
、
栃
木
８５
戸
（
２
・
４
㌫

増
）
、
宮
崎
７３
戸
（
３
・
９

㌫
増
）
、
千
葉
７２
戸
（
同
）

の
順
。
減
少
数
で
は
、
北
海

道
３
１
２
戸
（
５
・
１
㌫

減
）
、
熊
本
９５
戸
（
２
・
５

㌫
減
）
、
茨
城
２６
戸
（
０
・

９
㌫
減
）
の
順
と
な
っ
て
い

る
。同

省
は
増
加
の
要
因
と
し

て
、
青
年
等
就
農
計
画
及
び

農
業
改
善
計
画
の
夫
婦
共
同

申
請
時
や
農
業
者
年
金
の
加

入
時
の
締
結
な
ど
を
挙
げ
て

い
る
。
一
方
、
減
少
の
要
因

に
は
、
離
農
、
廃
業
、
法
人

化
に
よ
る
協
定
の
解
消
な
ど

を
挙
げ
て
い
る
。

千
葉
県
の
戦
後
開
拓
地

は
、旧
軍
用
地
が
多
か
っ
た
。

千
葉
市
、
四
街
道
市
、
佐
倉

市
に
ま
た
が
る
広
大
な
「
下

志
津
原
」
は
旧
陸
軍
の
演
習

地
だ
っ
た
。
１
９
４
５
（
昭

和
２０
）
年
の
終
戦
直
後
、
戦

災
者
や
復
員
兵
が
入
植
し
、

下
志
津
原
開
拓
団
が
結
成
さ

れ
た
。
そ
の
中
心
部
（
四
街

道
市
）に
、茨
城
県
内
原
町

（
現
・
水
戸
市
）
に
あ
っ
た

「
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍

訓
練
所
基
幹
学
校
」
の
生
徒

約
１
７
０
人
が
入
植
し
た
。

翌
年
、
開
拓
団
か
ら
独
立

し
た
。
４７
年
に
地
区
名
を
、

江
戸
時
代
に
鹿
狩
り
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
に
ち
な
み
、

鹿
放
ヶ
丘
（
ろ
っ
ぽ
う
が
お

か
）
と
命
名
。
４８
年
に
は
鹿

放
ヶ
丘
農
苑
開
拓
農
協
を
設

立
し
た
。

同
開
拓
地
は
荒
野
で
農
業

用
地
と
し
て
適
し
て
い
な
か

っ
た
。
一
見
、
平
坦
に
見
え

て
も
長
雨
や
強
風
な
ど
の
自

然
災
害
が
多
く
、
初
期
の
開

拓
は
困
難
を
極

め
た
。
災
害
克

服
の
た
め
、
共

同
作
業
で
か
ん

が
い
施
設
や
防

風
林
な
ど
を
設

け
た
。
５１
年
に

は
住
宅
を
建
設

し
、
同
訓
練
所
の
延
長
の
よ

う
だ
っ
た
共
同
経
営
か
ら
個

人
経
営
に
移
り
始
め
た
。
強

い
団
結
力
で
共
同
作
業
を
継

続
し
、
経
営
の
確
立
を
め
ざ

し
た
。

そ
の
後
、
開
拓
農
協
は
総

合
農
協
と
合
併
。
現
在
、
都

市
近
郊
（
千
葉
市
か
ら
北
へ

約
７
㌔
）の
同
開
拓
地
で
は
、

後
継
者
が
酪
農
、
養
鶏
な
ど

の
畜
産
、
落
花
生
、
野
菜
中

心
の
畑
作
を
営
ん
で
い
る
。

開
拓
記
念
碑
は
、
７０
年
の

鹿
放
ヶ
丘
開
拓
２５
周
年
記
念

行
事
で
、
業
績
を
後
世
に
伝

え
る
も
の
と
し
て
建
立
さ
れ

た
。
碑
文
は「
生
命
乃
開
花
」

と
２５
年
の
歩
み
の
説
明
書

き
。
裏
面
に
は
、
組
合
員
及

び
賛
同
者
の
氏
名
が
刻
ま
れ

て
い
る
。

家
族
経
営
協
定
締
結
が
年
々
増
加

開開開
拓拓拓
二二二
世世世
ののの
体体体
験験験
ををを
語語語
りりり
継継継
ぐぐぐ

全
国
で
５
万
７
千
戸
３
月
３１
日

現

在

「
岩
手
戦
後
開
拓
物
語
」を
開
催
県
開
拓

振
興
協
会

千葉県四街道市鹿放ヶ丘開拓

「生命乃開花」
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内
閣
府
は
こ
の
ほ
ど
、

「
食
と
農
業
に
関
す
る
調
査
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。
全
国

１８
歳
以
上
の
男
女
３
千
人
を

対
象
に
行
わ
れ
、
有
効
回
答

数
は
１
７
４
３
件
（
回
収
率

５８
・
１
㌫
）
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
農
業

政
策
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

期
待
す
る
か
（
複
数
回
答
）
」

の
質
問
で
「
農
場
か
ら
食
卓

ま
で
生
産
や
衛
生
面
の
管
理

を
徹
底
し
、
安
全
な
農
作
物

や
食
品
を
供
給
す
る
こ
と
」

の
回
答
が
５６
・
２
㌫
で
ト
ッ

プ
だ
っ
た
。
次
い
で
、「
農
業

の
競
争
力
を
高
め
て
、
国
産

の
農
作
物
を
安
定
的
に
供
給

す
る
こ
と
」４６
・
０
㌫
、「
耕

作
放
棄
地
の
発
生
を
防
止
・

解
消
し
、
農
地
を
維
持
す
る

こ
と
」
３８
・
６
㌫
の
順
で
多

か
っ
た
。
日
本
の
農
作
物
の

生
産
維
持
に
関
心
を
示
す
回

答
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。

階
層
別
に
み
る
と
、
「
安
全

な
農
作
物
や
食
品
を
供
給
す

る
こ
と
」
は
大
都
市
・
中
都

市
で
多
か
っ
た
。性
別
で
は
、

「
安
全
な
農
作
物
や
食
品
を

供
給
す
る
こ
と
」
「
和
食
文

化
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
」
は
女
性
、
「
国

産
の
農
作
物
を
安
定
的
に
供

給
す
る
こ
と
」
は
男
性
の
割

合
が
高
か
っ
た
。
年
代
別
に

み
る
と
、
「
安
全
な
農
作
物

や
食
品
を
供
給
す
る
こ
と
」

は
３０
〜
５０
代
、
「
国
産
の
農

作
物
を
安
定
的
に
供
給
す
る

こ
と
」
は
４０
代
、「
農
地
を
維

持
す
る
こ
と
」は
６０
代
、「
和

食
文
化
を
伝
え
る
」
は
４０
〜

５０
代
で
そ
れ
ぞ
れ
多
い
。

「
食
品
の
安
全
に
関
し
て

不
安
に
感
じ
る
こ
と
（
同
）
」

で
は
、
「
食
中
毒
」
が
４１
・

７
㌫
ト
ッ
プ
。
次
い
で
「
輸

入
食
品
」
４０
・
３
㌫
、
「
食

品
添
加
物
」
３７
・
９
㌫
の
順

で
回
答
が
多
か
っ
た
。
都
市

規
模
別
に
み
る
と
、
「
食
品

添
加
物
」
は
大
都
市
で
多
か

っ
た
。
「
食
中
毒
」
「
輸
入

食
品
」「
食
品
添
加
物
」「
残

留
農
薬
」
で
女
性
の
回
答
が

多
い
。
年
代
別
で
は
、
「
食

中
毒
」は
１８
〜
２９
歳
と
５０
代
、

「
輸
入
食
品
」
「
食
品
添
加

物
」
は
５０
〜
６０
代
、
「
残
留

農
薬
」
は
５０
代
で
、
そ
れ
ぞ

れ
多
か
っ
た
。

「
農
山
漁
村
に
滞
在
す
る

よ
う
な
旅
行
を
し
た
い
か
」

で
は
、
「
旅
行
し
た
こ
と
が

あ
り
、
ま
た
行
き
た
い
」
１４

・
６
㌫
と
「
旅
行
経
験
が
無

く
、
行
っ
て
み
た
い
」
３２
・

５
㌫
を
合
わ
せ
、
「
今
後
旅

行
し
て
み
た
い
」
が
４７
・
１

㌫
だ
っ
た
。
「
旅
行
し
た
こ

と
が
あ
り
、
今
後
行
き
た
い

と
思
わ
な
い
」
６
・
４
㌫
、

「
行
っ
た
こ
と
が
無
く
、
今

後
も
行
き
た
い
と
思
わ
な

い
」
４４
・
１
㌫
を
合
わ
せ
て

「
今
後
旅
行
し
た
い
と
は
思

わ
な
い
」
は
５０
・
５
㌫
だ
っ

た
。都
市
規
模
別
に
み
る
と
、

「
今
後
旅
行
し
て
み
た
い
」

は
大
都
市
で
多
い
。
年
齢
別

に
み
る
と
、
「
旅
行
し
て
み

た
い
」は
１８
〜
２９
歳
と
５０
代
、

「
旅
行
し
た
い
と
思
わ
な
い
」

は
７０
代
以
上
で
多
か
っ
た
。

行
っ
て
み
た
い
と
回
答
し

た
人
（
８
２
１
人
）
に
「
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
興
味
が
あ

る
か
（
複
数
回
答
）
」
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
「
自
然
・
風

景
」が
５８
・
７
㌫
で
ト
ッ
プ
。

次
い
で
、「
温
泉
で
の
休
養
」

５３
・
５
㌫
、
「
地
域
の
特
産

品
を
使
っ
た
食
事
」
５２
・
０

㌫
の
順
だ
っ
た
。
性
別
に
み

る
と
、
「
地
域
の
特
産
品
を

使
っ
た
食
事
」
「
お
祭
り
・

伝
統
芸
能
な
ど
の
地
域
文

化
」
で
女
性
が
多
か
っ
た
。

「
農
泊
の
意
味
を
知
っ
て

い
る
か
」
は
、「
意
味
を
知
ら

ず
、
言
葉
も
聞
い
た
こ
と
が

な
い
」
が
５５
・
２
㌫
、「
知
っ

て
い
た
」
２５
・
５
㌫
、「
意
味

は
知
ら
な
い
が
、
言
葉
だ
け

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
１５
・

８
㌫
、
「
意
味
を
誤
解
し
て

い
た
」
１
・
５
㌫
の
順
で
多

か
っ
た
。
性
別
で
大
き
な
差

は
な
く
、
年
齢
別
で
は
、「
知

っ
て
い
た
」
が
６０
〜
７０
代
以

上
、
「
意
味
を
知
ら
ず
、
言

葉
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」

は
１８
〜
２９
歳
、
４０
代
で
多
か

っ
た
。
農
泊
の
内
容
を
正
し

く
理
解
し
て
い
る
人
が
少
な

い
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
「
１７
年
度
農
業
経

営
動
向
分
析
」
の
結
果
を
公

表
し
た
。
対
象
は
同
公
庫
の

融
資
先
の
う
ち
５
４
６
７
先

（
個
人
３
８
８
９
、
法
人
１

５
７
８
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
北
海
道
畑
作
」「
北
海
道

露
地
野
菜
」「
茶
」「
養
豚
」

で
、
増
収
増
益
と
な
っ
た
。

耕
種
部
門
で
は
、
北
海
道

畑
作
の
個
人
経
営
は
売
上
高

が
２０
・
５
㌫
、
所
得
は
４６
・

８
㌫
増
加
。
北
海
道
露
地
野

菜
で
は
売
上
高
１２
・
５
㌫
、

所
得
１２
・
９
㌫
増
加
し
た
。

両
種
の
北
海
道
の
伸
び
は
、

台
風
の
影
響
を
受
け
た
１６
年

に
比
べ
生
産
量
や
販
売
価
格

が
回
復
し
た
こ
と
に
よ
る
。

茶
は
販
売
価
格
の
上
昇
に

よ
り
売
上
高
１１
・
５
㌫
、
所

得
３３
・
３
㌫
増
加
し
た
。

そ
の
他
を
耕
種
別
に
み
る

と
、
果
樹
が
販
売
価
格
の
上

昇
を
受
け
７
・
５
㌫
増
収
。

利
益
は
前
年
並
み
で
百
万
円

未
満
の
増
減
だ
っ
た
。
都
府

県
露
地
野
菜
は
売
上
・
所
得

と
も
に
前
年
並
み
。
稲
作
で

は
北
海
道
で
米
価
が
高
く
３

・
８
㌫
増
収
だ
っ
た
も
の
の
、

費
用
が
か
さ
ん
だ
こ
と
か
ら

売
上
・
所
得
と
も
に
前
年
並

み
だ
っ
た
。
都
府
県
で
は
東

北
・
北
陸
・
関
東
で
収
量
が

微
減
し
た
が
、
単
価
が
高
く

推
移
し
た
た
め
売
上
・
所
得

と
も
に
前
年
並
み
。

畜
種
部
門
で
は
、
養
豚
の

個
人
経
営
は
売
上
高
が
６
・

９
㌫
、所
得
が
３３
・
５
㌫
増
加

し
た
。
１７
年
度
の
販
売
価
格

が
前
年
を
上
回
る
水
準
で
推

移
し
た
こ
と
に
よ
る
。

そ
の
他
を
畜
種
別
に
み
る

と
、
肉
用
牛
肥
育
は
売
上
高

が
３
・
１
㌫
、
所
得
は
５４
・

８
㌫
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

牛
肉
の
販
売
価
格
の
高
止
ま

り
で
、
売
上
高
は
同
水
準
だ

っ
た
が
、
出
荷
牛
の
素
牛
価

格
が
高
騰
し
た
こ
と
か
ら
減

益
と
な
っ
た
。
酪
農
で
は
、

北
海
道
が
売
上
３
・
１
㌫
増
、

所
得
は
百
万
円
未
満
の
増
減

で
横
ば
い
。
総
合
乳
価
が
微

増
に
止
ま
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
都
府
県
で
は
、
売
上
高

は
同
様
に
横
ば
い
で
、
所
得

は
１０
・
２
㌫
減
だ
っ
た
。初
妊

牛
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
費

用
増
加
の
影
響
を
受
け
た
。

農
水
省
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
「
１８
年
耕
地
面
積
」
に

よ
る
と
、
全
国
の
耕
地
面
積

（
田
畑
計
）
は
４
４
２
万
㌶

で
、
前
年
に
比
べ
２
万
４
千

㌶（
０
・
５
㌫
）減
少
し
た
。

荒
廃
農
地
か
ら
の
再
生
な
ど

で
増
加
が
あ
っ
た
も
の
の
、

耕
地
の
荒
廃
、
住
宅
等
へ
の

転
用
、
自
然
災
害
に
よ
る
。

農
業
地
域
別
に
み
る
と
、

九
州
で
１
・
０
㌫
減
、
関
東

・
東
山
で
０
・
７
㌫
減
の

順
で
減
少
率
が
大
き
か
っ

た
。田

の
耕
地
面
積
は
２
４

０
万
５
千
㌶
で
１
万
３
千

㌶
（
０
・
５
㌫
）
減
少
し

た
。
地
域
別
で
は
、
九
州

が
０
・
８
㌫
減
と
最
も
減

少
率
が
高
か
っ
た
。

畑
は
２
０
１
万
４
千
㌶
で

１
万
２
千
㌶
（
０
・
６
㌫
）

減
少
し
た
。
地
域
別
に
み
る

と
、
九
州
で
１
・
２
㌫
減
、

関
東
・
東
山
で
１
・
０
㌫
減
、

東
北
で
０
・
７
㌫
減
の
順
に

減
少
率
が
高
か
っ
た
。

畑
耕
地
の
種
類
別
面
積

は
、
普
通
畑
は
１
１
３
万
８

千
㌶
、
樹
園
地
は
２７
万
７
６

０
０
㌶
、
牧
草
地
は
５９
万
８

６
０
０
㌶
で
、
そ
れ
ぞ
れ
４

千
㌶
（
０
・
４
㌫
）、５
１
０

０
㌶
（
１
・
８
㌫
）、２
４
０

０
㌶
（
０
・
４
㌫
）
減
少
し

た
。

農
水
省
は
こ
の
ほ
ど
、

「
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
会
議
」
を
省
内
で
開
催

し
た
。同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

女
性
農
業
者
の
存
在
感
を
高

め
、
農
業
に
従
事
す
る
女
性

が
増
え
る
よ
う
社
会
全
体
に

そ
の
姿
を
発
信
す
る
目
的
で

開
始
さ
れ
た
。
今
年
で
発
足

か
ら
５
年
目
を
迎
え
る
。
加

入
メ
ン
バ
ー
数
も
当
初
の
３７

名
か
ら
７
１
５
名
に
増
加
し

た
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
情
報

交
換
が
元
と
な
り
、
農
業
女

子
た
ち
の
意
見
を
反
映
し
た

ト
イ
レ
・
洗
濯
乾
燥
機
・
軽

量
の
芝
刈
り
機
な
ど
の
製

造
・
導
入
に
結

び
つ
い
た
ほ

か
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ニ
ュ
ー
の

販
売
や
子
ど
も

の
農
作
業
体
験

な
ど
も
積
極
的

に
行
わ
れ
、
加

入
メ
ン
バ
ー
の

ア
イ
デ
ィ
ア
が

着
実
に
形
に
な

っ
て
い
る
。
開

催
に
先
立
ち
行

わ
れ
た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ

と
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
全
国
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交

流
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
」
１
３
８
件
、
「
参
画
企

業
と
の
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
１
３
１
件
、
「
メ
ン
バ

ー
同
士
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」

１
２
８
件
の
順
で
回
答
が
多

く
（
図
）
、
積
極
的
に
他
業

種
を
含
め
た
仲
間
を
作
り
、

農
業
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す

る
姿
が
う
か
が
え
た
。

来
期
に
向
け
、
新
た
な
目

標
を「
つ
な
ぐ
、
次
世
代
に
」

と
し
た
。
①
生
産
者
と
消
費

者
を
つ
な
ぐ
②
食
や
農
村
風

景
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
③
未

来
の
担
い
手
を
は
ぐ
く
む
④

持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く

る
―
を
テ
ー
マ
に
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
こ
れ
か
ら
も
現

場
の
声
を
募
り
、
農
業
を
よ

り
働
き
や
す
く
変
え
て
い

く
。

１８
年
耕
地
面
積
０
・
５
㌫
減
少

安
全
な
農
作
物
を
期
待

安
全
な
農
作
物
を
期
待

内閣府

１８
年
度
食
と
農
業
の
調
査

現場の声集め、
アイディア実現

１７
年
度
農
業
経
営
動
向
、畑
作
・
茶
・
養
豚
で
増
益

農業女子プロジェ
クト推進会議開催

肉
用
牛
・
都
府
県
酪
農
は
依
然
厳
し
く
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ニンジンのトンネル栽培は、設置に
大きな労力とコストがともなう。冬季
播種において、より省力的で低コスト
な栽培方法の開発が望まれている。
千葉県農林総合研究センター畑地利
用研究室は、春夏どりニンジンでトン
ネル被覆を行わない栽培法（図）を開
発した。通気性のある保温資材（不織
布）をべたがけすることで、収穫適期
は遅くなるものの、作業時間の短縮と
資材費の低減を図ることができる。
栽培品種は、根部形状が良好で、抽
台しにくい「翔彩」が適している。
一重被覆の場合、２月下旬以降に播
種すると抽台の発生が少なく、収穫時
期は７月上旬からとなる。収穫適期は、

トンネル栽培に比べて、２月下旬播き
で１４日、３月上旬播きで７～１４日、３
月上旬播きでは７日程度遅くなる。
二重被覆の場合、出芽率及び抽台発
生率を考慮した好適な播種時期が１月
下旬以降となり、収穫は６月中旬から
可能となる。収穫適期は、トンネル栽
培に比べて、１月下旬から２月上旬播
きでは１４日、２月中旬から下旬播きで
は７～１４日、３月上旬播きでは７日程
度遅くなる。
１作当たりの被覆に要する関連資材
費の試算では、トンネル栽培が１０a 当
たり５万１１５円、べたがけ一重被覆が同
１万９８００円、べたがけ二重被覆が同３
万５２５０円となった。トンネル栽培より、

それぞれ約６０％、約
３０％低減した。
資材の被覆から除
去までの作業時間に
ついて、県内の現地
３農家への聞き取り
調査から平均で約
７０％削減できること
が分かった（表）。
留意点として、被
覆資材の除去時期が
遅くなると収量が減
少し、抽台の発生率が高くなる傾向に
ある。さらに、地上部の生育量が増加
して作業性が劣るので、いずれの播種
時期でも慣行のトンネル除去と同時期

に被覆資材を除去する。
この栽培法に適する資材名など詳し
い情報については、同センターのホー
ムページを参照のこと。

農水省は１１月２０日、「環境保全に配
慮した農業生産に資する技術の導入実
態に関する意識・意向調査」の結果を
公表した。農業者モニター１０２４人から
回答を得たもの。
１７年の農業経営で行っている栽培方
法（複数回答、以下同）を聞くと、「慣
行農業（地域で通常行われている農
業）」が５７．８％で最も多かった。次い
で「環境保全型農業（化学肥料や農薬
の使用に配慮した農業）」が４１．４％、
「エコファーマー」が２４．６％と続いた。
１５～１７年で最も売上げが大きい栽培方
法も同じ順番だった。
以下は、１５～１７年で最も売上額が大
きい栽培作物について質問した。なお、
主なものの回答割合は、野菜・イモ類
３０．４％、果樹１２．４％、茶７．０％など。
環境保全型農業への取り組みでどの
ような効果を期待するかは、「農産物
の品質や付加価値の向上」が６９．５％で
トップ（図）。以下「水質の保全」が
６１．１％、「農業関連所得の向上」が
５４．６％と続いた。
また、今後最も取り組みたい栽培方
法は、「環境保全型農業」が３０．３％で
トップ。次いで「慣行農業」が２８．９％、
「エコファーマー」が１６．６％と続いた。
土壌分析を依頼している（外注含む）
割合は、５３．０％と半数越え。頻度は「数
年に１度、代表的なほ場を選んで実施」
が最も多い４３．３％だった。
土づくり（土壌の改善）のために実
施していることでは、「堆肥の施用」
が５２．３％でトップ。「堆肥を除く有機

質資材（植物残さ等）の施用」が４９．４％、
「化学性（pH等）改善のため改良土壌
資材の利用」が４４．８％と続いた。今後実
施したいことも同様の順番となった。
化学合成肥料の使用を低減するた

め、土づくり以外で実施していること
は、「有機質（動植物質のものに限る）
肥料の施用」が４９．３％と最も多く、今
後実施したいことでもトップだった。
化学合成農薬の使用を低減するため

に実施していること
は「機械除草（除草
機や刈り払い機での
除草）」が４９．２％で
トップ。以下「マル
チ栽培」が３０．０％、
「温湯種子消毒（種
子を温湯に浸し、付
着した病害虫を駆
除）」が２４．７％と続
いた。今後実施した
いことも同様の順番となっている。ま
た、使用低減のために IPM（総合的病
害虫・雑草管理）を「導入している」
は１３．７％に留まった。今後、「導入し

たい（または続けたい）」は２９．２％で
ある一方、最も多い回答は「分からな
い」で６０．４％だった。

農水省はこのほど「施設園芸省エ
ネルギー生産管理マニュアル」を改
定した。１３年版に、地下水・地中熱
など自然エネルギーの利用に関する
情報などを新たに盛り込んだ。内容
を抜粋して紹介する。
地中深層の地下水や地中の温度

は、年間を通してその地域の年平均
気温程度で安定しており、冬期には
外気よりも暖かい熱源となる。これ
らを活用した暖房の省エネ化を図る
ための技術として、ウォーターカー
テン、熱交換器、地中熱ヒートポン
プなどがある。

ウォーターカーテン

地下水を散水ノズルで温室内の内
張カーテン上部に散水して被覆面の
温度を高め、温室内からの放熱を抑

制して温度を維持する技術（右図）。
温度は冬でも１４～１７℃程度で、イチゴ
など設定温度の低い作物ならば無加温
での栽培も可能。単独で設定温度が維
持できない場合にも、暖房機を補助的
に使用することで温度維持ができる。
導入する場合、多量の地下水の汲み
上げが必要であるとともに、室内が高
湿度となることや、鉄分が多く含まれ
る地下水ではカーテンへ着色すること
などにも注意を要する。

熱交換器

地下水などの熱を温風に変換する設
備。一般的な温度の地下水では、燃油
暖房機と組み合わせて利用すること
で、燃油使用量の軽減が期待される。
温泉水であれば、幅広い温度設定の
作物で利用できる。

地中熱ヒートポンプ

地下水または地中の熱を熱源とした
ヒートポンプ。デフロスト（除霜）運
転が発生しないことから、運転コスト
を抑えられる。夏季には、効率的な冷
房にも活用できる。
一方、井戸の掘削や熱交換器の埋設
などの土木工事が必要なため、導入コ
ストは高い。
なお、マニュアルは同省ホームペー
ジから見ることができる。付属の「生
産管理チェックシート」も活用して、
栽培方法に適した省エネ対策を講じる
ことを勧めている。

千葉県農林総合研究センター畑地利用研究室
春夏どり
ニンジンべたがけ二重被覆で６月収穫

トンネル栽培より省力的に

「品質や付加価値に期待」約７割
環境保全型農業への農業者意識

地下水・地中熱利用など追加
施設の省エネマニュアル改定
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豚は寒さに弱く、気温が低下すると
下痢や呼吸器病などの疾病が深刻化す
ることがある。冬季における豚舎の寒
冷対策について紹介する。
豚舎は、すきま風の防止や適切な保
温などの対策を徹底する。ムラがない
ように温度を管理し、乾燥しすぎない

ように湿度は６０～８０％を保つ。寒風の
侵入防止には、扉へのくぐり戸の設置、
透明ビニールのノレンを下げるなどが
有効。カーテン内側にビニールシート
を貼り付けると空気層ができ、断熱効
果が高まる。カーテンの下端は、豚房
床よりも下に位置するように調整する

と、すきま風を減らせる。寝床や豚房
周囲をコンパネやベニヤ板で覆うこと
で、保温効果が高まる。
スノコ式豚舎では、除ふんピットか
らの冷気侵入防止に、排泄口にカーテ
ンを下げるなど工夫する。また、床下
からは冷気が上昇し、豚に持続的に寒
さが加わるため注意する。
防寒に重点を置くあまり豚舎の密閉
状態が続くと、溜まったアンモニアガ
スが原因で呼吸器病の発生リスクが増
加する。天候の良い日に、室温を確認
しながら換気を行うことも大事であ

る。この時、カーテンや換気扇を調整
して、豚舎内の温度が下がりすぎない
ように注意する。
特に子豚は寒さに敏感なので、温度
管理には注意する。新生子豚は保温箱
の設置のほか、床に稲わらなどを敷く。
出生後は事故が多く、分娩直後から生
後１週間は３０℃を目安とする。生後２
～３週間では２５℃、２～３ヵ月は２０℃
を維持できるよう心がける。子豚舎か
ら肥育舎への移動時や、気温・湿度の
急激な変化は、疾病の発生や飼料効率
に影響するので留意する。

（株）ネオマーケティングはこのほ
ど「牛乳の購入意識に関する調査」の
結果を公表した。全国の２０～６９歳の男
女１０００人を対象とし、今年１０月にイン
ターネットで行ったもの。
牛乳を購入するか聞いたところ「ほ
ぼ毎日」が７．０％、「週２～３回程度」
が１９．４％、「週１回程度」が２５．１％と、
週１回以上購入する人が約半数の
５１．５％を占めた。一方、「ほとんど購
入しない」は１８．２％で約２割となって
いる。
月２～３回以上購入する人（５９．３％）
の１週間当たり購入量は、「１～２L
未満」が最も多く４５．７％だった。次い
で「１L未満」が３０．２％、「２～３L

未満」が１１．３％と続いた。「２L未満」
の回答が、購入者の４分の３程度を占
めている。また、購入する際に最も重
視することでは「価格」が３２．９％とト
ップ。以下「品質（安全性）」が２６．６％、
「味」が１８．０％と続いた。
全員の牛乳に対する意識について、
最も「思う」が多かったのは「日本の
牛乳は品質が良い」で８５．８％だった
（図）。次いで「日本の牛乳は安全」
が８４．６％、「牛乳は身体に良い」が
８２．６％などとなっている。
食や牛乳の供給に関しての考えで

は、「日本の酪農や酪農家を応援した
い」と思う人が最も多く８５．６％。以下
「食品の安心・安全を維持するのはコ

ストがかかるものだ」が８５．２％、「現
状より食品の価格が安くなるより安
心・安全を維持してほしい」が８３．６％
などと続いた。
もし店頭で外国産が売られていた場
合、国産とどちらを購入したいかでは、
「多少高くても国産」が５４．７％、「価
格が同じなら国産」が３８．６％で、合わ
せて９割以上が国産を優先する意向を

示した。また、国産優先の人に牛乳（紙
パック・１L）の値上げはいくらまで許
容できるかでは、「２０円くらいまで」
が２８．３％で最も多かった。次いで「１０
円くらいまで」が２５．４％、「３０円くら
いまで」が１８．４％と、上位３項目で７
割以上を占めた。なお、「１００円以上の
値上げでも国産を買いたい」は４．０％だ
った。

農水省がこのほど公表した「１７年度
牛乳生産費」によると、搾乳牛１頭当
たりの全算入生産費は７５万７０４３円で、
前年より２．５％増加した。
物材費が７０万８０１７円（前年比４．７％

増）、労働費が１６万９２５５円（０．７％増）
となっており、費用合計は８７万７２７２円
（３．９％増）だった。
物材費の内訳をみると、乳牛償却費
が１６．４％増、農機具費が１５．２％増と、ど

ちらも前年より１割以上の増加。一方、
獣医師料及び医薬品費は１．２％減少し
た。
生乳１００kg当たり（乳脂肪分３．５％換
算乳量）の同生産費は７９７２円で、前年
に比べ２．４％増加した。
１経営体当たり搾乳牛飼養頭数は

５５．５頭で、前年より２．８％増加。１頭当
たり投下労働時間は１０４．０２時間と、
１．６％減少した。

１２月１０日、岐阜県関市内の施設で飼
養されているイノシシが豚コレラに感
染していることが分かった。
同県では今年９月に豚で発生して以
降、死亡または捕獲
した野生イノシシか
ら断続的に感染が確
認されている。飼養
豚ではこれまで、１１月中旬に岐阜市営
公園で２例目が、１２月４日に美濃加茂
市内の県畜産研究所で３例目がそれぞ
れ発生している。

特に、技術開発及び指導の基幹と
なる県畜産研究所での発生によっ
て、繁殖豚・子豚合わせて約４９０頭
が殺処分となり、県内養豚業への影

響は極めて大きいと
みられる。
県は、農家や関係
各所に対して、農場

の消毒や野生動物の農場への侵入防
止など飼養衛生管理基準をのじゅん
守に関する指導を改めて徹底するこ
ととしている。

（一社）酪農ヘルパー全国協会はこ
のほど、「酪農ヘルパーの利用実態」
を公表した。全国のヘルパー組合数（１８
年８月１日時点）は、２８８組合となって
おり、前年に比べ７組合減少した。北
海道は８６組合で前年と同数、都府県は
２０２組合で７組合減だった。
利用組合の活動範囲内の酪農家は１
万３９５３戸で、１利用組合当たり４８．４
戸。カバー率は８９．０％と前年より０．１㌽
増加した。
利用組合参加戸数は、１万１１７１戸で
１利用組合当たり３８．８戸。北海道は
１４３戸減、都府県は２７２戸減となってい
る。全酪農家戸数（１８年２月１日時点）
に対する参加率は、８０．１％と前年より
０．４㌽増加した。
１７年度の利用状況をみると、利用戸
数は９７７５戸と前年より５３９戸減少。北

海道は１４０戸、都府県は３９９戸それぞれ
減少している。１戸当たりの平均利用
日数は２２．７８日と０．３４日増加。北海道は
０．０４日減少した一方で、都府県は０．６３
日増加している。総利用日数は２２万
２６９２日で８７９１日減少。北海道は３３５６
日、都府県は５４３５日それぞれ減少して
いる。病気・事故などの傷病時利用の
対象となったのは２００２人で、前年を
１３５人下回った。
ヘルパー利用酪農家全体のうち、年
間１２日以上利用している割合は６６．８％
で、前年より１．７㌽増加した（表）。北
海道は０．７㌽増の６１．４％、都府県は２．５
㌽増の７１．２％だった。
全国のヘルパー職員数は１８８８人と、
前年より２２人減少。その内訳は、専任
ヘルパー１０６２人、臨時ヘルパー８２６人
となっている。

密閉状態続かぬよう注意密閉状態続かぬよう注意
豚舎の寒冷対策

「日本の牛乳は品質良い」８割以上
牛乳の購入意識調査

搾乳牛１頭当たり２.５％増 年間１２日以上利用、１.７㌽増
１７年度 牛乳生産費 酪農ヘルパー利用実態

岐阜県内、続発
豚コレラ拡がる
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農水省はこのほど、「１７年度肉用牛・
肥育豚生産費調査」の結果を公表した。
１頭当たり資本利子・地代全額算入生
産費（以下、全算入生産費）は、全畜
種で増加した。特に肥育牛では素牛価
格の高値が依然として生産者の大きな
負担となっており、繁殖基盤の強化が
求められる。

乳用雄肥育牛

１頭当たり全算入生産費は、５３万
１５１３円（前年度比５．２％増）となった。
素牛価格の上昇により、素畜費が２４万
６３９８円（２０．７％増）と増加したことなど

が影響した。
１頭当たり販売価格は４９万２９２４円

（１．０％減）、１経営体当たり販売頭数
は１２０．５頭（５．３％増）、１頭当たり投下
労働時間は１５．３７時間（７．７％減）となっ
た。

交雑種肥育牛生産費

１頭当たり全算入生産費は、８１万
８４５６円（前年度比６．４％増）となった。
素牛価格の上昇により、素畜費が４１万
６４８８円（１２．２％増）と増加したことなど
が影響した。
１頭当たり販売金額は７６万８５０３円

（７．３％減）、１経営体当たり販売頭数
は８３．５頭（０．４％増）、１頭当たり投下
労働時間は２５．１６時間（０．８％減）となっ
た。

肉専用種子牛

１頭当たり全算入生産費は、６２万
８７７３円（前年度比４．０％増）となった。
飼料価格の上昇により、飼料費が２２万
８５８６円（４．０％増）と増加したことなど
による。
１頭当たり販売価格は７５万４４９５円

（３．８％減）、１経営体当たり販売頭数
は１１．３頭（１．８％増）、１頭当たり投下
労働時間は１２７．８３時間（０．９％減）とな
った。

肉専用種去勢若齢肥育牛

１頭当たり全算入生産費は、１２５万
３９３０円（前年度比９．３％増）となった。

素牛の価格上昇により、素畜費が７８万
７０２円（１６．６％増）と増加したことなど
が影響した。
１頭当たり販売金額は１２９万８３８４円

（１．２％減）、１経営体当たり販売頭数
は４２．５頭（８．１％増）、１頭当たり投下
労働時間は４９．８２時間（４．３％減）となっ
た。

肥育豚

１頭当たり全算入生産費は、３万
２７６０円（前年度比２．１％増）となった。
飼料価格の上昇により、飼料費が２万
５４１円（１．４％増）と増加したことなど
による。
１頭当たり販売価格は３万９３８７円

（５．９％増）と増加した。１経営体当た
り販売頭数が１５８０．８頭（１．１％増）、１
頭当たり投下労働時間は２．７１時間
（０．４％減）となった。

関東農政局はこのほど、（一社）全
国肉用牛振興基金協会とともに「関東
地域肉用牛生産基盤強化推進シンポジ
ウム」を開催した。肉用牛生産振興に
取り組む現場からの事例発表を交え、
肉用牛増産に必要なことを共有した。
冒頭、農水省生産局畜産部の大竹匡
巳氏が情勢報告を行った。近年は肉食
ブームであることから、牛肉の需要は
増えている。しかし、輸入牛肉の比重

が大きく、１７年は需給全体の約６３％を
占めている。安定して国産牛肉を生産
できる環境が必要となる。まずは繁殖
雌牛を増頭し、肥育農家が導入する素
牛価格を押し下げることが重要。
長野県農政部園芸畜産課の山上怜奈
氏が肉用牛の生産基盤強化のため県内
で行った実証展示の結果を発表した。
全て１６～１８年に行われたもの。全５６８頭
の黒毛和種でゲノミック評価をして、

育種価との相関を調査したところ、種
雄牛で強い相関、繁殖牛で中程度の相
関が認められた。
分娩監視装置は２１頭に装着した。年
１件は発生していた分娩事故が０件に
なり、生産性向上に役立った。夜間の
見回りに係る労力も１頭当たり６時間

削減することができた。発情監視装置
は３０頭の牛に装着し、平均分娩間隔を
３４日短縮することに成功。妊娠頭数比
率も実証前から１４％増加した。事例紹
介では日々の個体観察・飼料給与体系
のじゅん守など日常から行える作業の
重要性も改めて強調された。

冬は、子牛を中心に呼吸器病を起こ
しやすい。重篤化・慢性化した場合、
発症牛が死亡してしまう恐れがあるほ
か、症状が治まってもその後の成長な
ど生産性に悪影響を及ぼすことが予想
される。牛舎内の環境を整え、ストレ
スを軽減することが大切である。
①ワクチン接種を行う
発症してから治療を行うと費用がか
かる。子牛へのワクチン接種はなるべ
く早くする。また、和牛繁殖では、母
牛にワクチンを接種することで母乳を

介して抗体を移行するのが有効。
②ほこりが立ちにくい敷料を使う
細かい素材の敷料が気管に吸い込ま
れると呼吸器病の原因になるため、ほ
こりが立ちにくいものを使う。敷料に
含まれる粉じん・カビが原因となる場
合もある。
③よく個体を観察する
日常的に個体観察を徹底し、食欲不
振・発熱・発咳・鼻汁・呼吸数の増加
などの異状を見逃さないようにする。
また、冬場は牛舎を閉めきることが多
いため、意識的に換気をしてアンモニ
アの発生を防ぐことも重要である。牛
の状態を見て、離乳・移動・除角など
のストレスのかかる作業は、日を分け
て行うようにする。

口蹄疫は偶蹄類に感染するウイル
ス性の感染症。発症すると発熱やよ
だれ、口の中や蹄の付け根などに水
ぶくれなどの症状がみられる。生産
性が大きく低下し、最も恐れられて
いる感染症の一つである。感染力が
非常に強いウイルスであるため、予
防が重要となる。
国内では１０年の宮崎県以降発生が
確認されていないが、韓国や中国を
始めとする近隣の国で継続的に発生
している。今年の１０月にも中国で発
生が確認された。毎年、年末年始・
春節にかけてアジア圏からの訪日旅
行客が増える。以下の点を徹底し、
改めてウイルス侵入への警戒を強め
ることが必要である。
～畜舎管理のポイント～
○農場の出入り口に看板を設置す
るなどにより、関係者以外の立ち入
りを制限する。立ち入り車両は消毒

する。
○畜舎に持ち込む物品の消毒を徹底
する。畜舎の出入り口に踏み込み消毒
槽などを設置する。専用の衣服や靴を
使用する。
○野生動物の侵入を防止する。
○衛生管理区域の立ち入りに関する
記録を作成し保管する。感染ルートを
いつでも特定できるようにしておく。
～海外渡航・帰国後の注意～
○やむを得ない場合を除き、口蹄疫
発生国へは渡航しない。渡航する場合、
畜産関連施設には立ち入らない。
○帰国後は空海港の動物検疫所カウ
ンターに立ち寄り、家畜防疫官の指導
を受ける。
○帰国後１週間は衛生管理区域に立
ち入らない。やむを得ず立ち入る場合
には、髪洗・入浴、服を着替えるなど
対策を取る。海外で使用した衣服や靴
を衛生管理区域に持ち込まない。

肥育牛全品種で素畜費増加
１７年度肉用牛・肥育豚生産費

飼養管理強化で生産性向上

肉用牛増頭に向け繁殖基盤整備

年末年始に向け注意点確認
口蹄疫侵入警戒

子牛の異状と換気に注意

冬季の呼吸器病対策
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

年末年始向け手
当て後は、各品
種の相場軟調か

１１月の相場は、枝肉共進会の開催な
どもあり、強もちあいの展開となった。
各品種で前月・前年同月を上回った。
特に交雑種（F１）の２等級は需要が強
く、引き続き堅調だった。
【乳去勢】１１月の東京市場乳去勢牛
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、以
下同じ）は、１０７８円（前年同月比１０６％）
となった。前月に比べ３３円上げた。
農畜産業振興機構は、１２月の乳用種
（雌含む）の全国出荷頭数が２万６７００
頭（９２％）と、大幅な減少を予測して
いる。輸入量は総量で４万６８００ｔ
（１００％）と予測。うち冷蔵品は、豪州
産の減少が見込まれることから、前年
同月を下回る２万２６００ｔ（９７％）の見
通し。冷凍品は、米国産の大幅な増加
が見込まれることから、前年同月を上
回る２万４２００ｔ（１０３％）としている。
【Ｆ１去勢】１１月の東京市場F１去勢
牛税込み平均枝肉単価は、Ｂ３が１６７１
円（前年同月比１１７％）、Ｂ２は１５４３円
（１３１％）となった。前月に比べ、それ
ぞれ７５円、８１円上げた。Ｂ２は８月か
ら、前年を２割以上も上回って推移し
ている。
同機構は、１２月の交雑種の全国出荷
頭数が２万３０００頭（９８％）となり、減
少に転じると予測している。
【和去勢】１１月の東京市場和去勢牛
税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２６５２円

（前年同月比１０５％）､Ａ３は２４５１円
（１１１％）となった。前月に比べ、それ
ぞれ１２６円、１６８円上げた。
同機構は、１２月の和牛の全国出荷頭
数が４万７０００頭（１０２％）と、前月に続

き増加を予測している。牛
全体の出荷頭数は９万８２００
頭（９８％）となり、前年同
月を下回ると見込んでい
る。
同機構は、１０月から来年
３月の出荷頭数見込みも発
表。乳用種は前年同期比
６％減、交雑種は前年同期
並み、和牛は１％増、全体で
は１％減と見込んでいる。
１２月は牛肉の最需要期
で、堅調な相場展開が予想
される。冷え込みが厳しく
なったことで、鍋物需要が
活発化する。年末年始向け
の手当ても本格化する。各

品種の全国出荷頭数は減少が予測され
ており、１１月の相場から１段高が予想
される。ただ、既に高値となっている交
雑種の２等級はもちあいか。年末年始
向けの手当て後は、各品種の相場は軟
調に転じるとみられる。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳去勢Ｂ２が１０００～
１１００円、F１去勢Ｂ３が１６５０～１７５０円、
Ｂ２は１４５０～１５５０円、和去勢Ａ４が
２６５０～２７５０円、Ａ３は２４５０～２５５０円で
の相場展開か。

年末年始向けで
上昇も、小幅高
にとどまるか

１１月の東京食肉市場税込み平均枝肉
単価は、上物が４４２円（前年同月比
７６％）、中物は４０１円（７２％）となった。
前月に比べ、それぞれ１９円、３０円下げ
た。出荷頭数が安定してきたことや、
輸入冷蔵品（チルド）が依然として３
万ｔ／月台となっていることで需給が
緩み、弱もちあいで推移した。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、１２月は１４９万２０００頭（前年同月比
１０２％、過去５年同月平均比１００％）、
来年１月は１３８万９０００頭（１００％、１００％）
と平年並みで推移する見通し。
農畜産業振興機構は、１２月の輸入量

を総量で７万８３００ｔ（９４％）と予測し
ている。うち冷蔵品は、前年の輸入量
が多かった反動で前年同月を下回るも
のの、底堅い需要を背景に、過去５ヵ
年平均を上回る３万４９００ｔ（９４％）と
予測。冷凍品は、アフリカ豚コレラ発
生による欧州産の減少などにより、４
万３４００ｔ（９４％）を見込んでいる。
気温の低下にともない、鍋物需要の
増加が見込まれる。また、年末年始向
けの手当てで、相場は上昇すると予想
される。ただ、競合する冷蔵品の輸入
量が安定しており、相場の上げは小幅
にとどまるか。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が４５０～４８０円、
中物は４００～４３０円での相場展開か。

肥育牛出荷増加
で引き合い強ま
り、高値展開か

【乳素牛】１１月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（暫定値）は、
乳去勢が２６万５５５９円（前年同月比
１１９％）、F１去勢は４９万７８１６円（１１２％）
となった（表）。前月に比べ、それぞ
れ７０５２円、３万２５７４円上げた。枝肉相場
が堅調で、両品種とも３ヵ月連続で上
げた。
年末年始の牛肉最需要期に向け、枝
肉相場は堅調な展開の見通し。素牛の
引き合いは引き続き強いと予想され、
もちあいで推移か。
【スモール】１１月の全国主要２４市場
の１頭当たり税込み平均価格（農畜産

業振興機構調べ、暫定値）は、乳雄が
１２万７５５３円（前年同月比１０７％）、F１
（雄・雌含む）は２６万１９６円（１１５％）と
なった。前月に比べ、乳雄は１０７円上げ
の横ばい、F１は８７９０円上げで一段高と
なった。
両品種の取引頭数は前年に比べ、減
少傾向が続いている。今後も高値が継
続するとみられる。
【和子牛】１１月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、８２万５５９
円（前年同月比１０２％）となった。前月
に比べ２万３５７７円上げた。枝肉需要期
入りで肥育牛出荷が進み、子牛の引き
合いが強まった。
今後、空き牛舎への導入などにより、
さらに小幅高の展開となるか。

農水省は１１月２０日、肉用子牛生産
者補給金制度の算定方式検討会を開
催。同制度の発動基準である保証基
準価格（以下、基準価格）の算定方
式見直しについて、基本的な考え方
をとりまとめた。算定は、生産費を
基礎とすることが適当とした。現行
より実態と合い、基準価格が引き上
がる見込み。
検討会では以下のとおり、現状と
改正の方向性が示された。
○基準価格は、輸入自由化前７年
間の子牛の農家販売価格を基礎に生
産コストの変化率などを乗じて品種
ごとに算定している。制度導入時
（１９９０年）は生産費調査の調査数や
精度が不十分だったことがその理
由。現在、同調査が充実しているこ
とを踏まえ、牛マルキン事業と同様
に「支払利子・地代算入生産費」を
基礎とすることが適当である。
○算定に用いる期間は、牛肉の生

産には周期的変動（キャトルサイクル）
があるため、過去７年間とする。
○乳用種及び交雑種育成経営におけ
る直近の素畜（スモール）費が過去に
例をみない高水準となっている。素畜
費の算定は、過去一定期間（８年間以
上）を考慮することで平準化を図る。
○黒毛和種繁殖牛の飼養規模別にみ
ると、小規模層（９頭以下）が飼養戸
数の６割強（飼養頭数では２割弱）を
占めている。基準価格の算定では、小
規模経営の実態を踏まえつつ、肉用牛
生産の近代化を促進する方向に沿った
ものとする。
○２年目以降は、生産額を基礎に算
定された価格に、生産コストの変化率
などを乗じて算出する。
食料・農業・農村審議会畜産部会で
基準価格などが決まる。「総合的なＴ
ＰＰ等関連政策大綱」に基づき、１２月
３０日のＴＰＰ１１発効に合わせて適用と
なる。

生産費基礎に保証基準価格算定
肉用子牛補給金制度見直し
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